
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やさしい子 自分から学ぶ子 たくましい子 

Ⅰ 令和 7 年度の本校の取組み 

 

肯定評価の割合 



 

 

 

 

 

 

Ⅲ 分析・考察 

・自分から進んで元気な挨拶をすることができる児童が増えてきた。しかし、正しい（きれいな）言葉遣いができず、相手を傷つ

けてしまったり友達関係を崩してしまったりすることがある。言葉遣いの改善により、いじめ防止につなげていきたい。 

・授業ではじっくり考え、「分かった」「できた」と感じている児童は多いが、人の話を聴いたり自分の意見や考えを伝えたりするこ

とができていない児童がいる。 

・健康や安全についても気を付けようと意識している回答が多い。しかし、中には夜遅くまで起きていて生活のリズムを崩してし

まったり、ふざけてけがをしてしまったりする児童がいる。 

・学校へ通うのが楽しいと感じ、夢に向かってできることに取り組んでいる児童が多い。 

 

 

 

 

Ⅳ 学校運営協議会における学校関係者評価 

・いじめに対して情報を共有し、風通しをよくしておくことが大事。地域の方向けにわけられているタスキを付けながら地域をま

わると、多少いじめや悪いことも減るかもしれない。 

・自分からあいさつをしてくれる子が増えた。また、子供たちがのびのびしてきている。個人の力を伸ばしながら、飯田小の子と

してのアイデンティティを育てつつ、集団行動とのバランスをどうとっていくかが難しい。 

・学校へ通うのが楽しいと感じ、夢に向かってできることに取り組んでいる児童が多い。 

・価値観や多様性の違いをどう子供たちに伝えるかが難しい。大人がまず努力しなければならない。保護者の方にも協力して

もらいたい。 

  

 

 

 

 

☆ 今後の改善方策 

・いじめ基本方針については、ＨＰの掲載の他にＰＴＡ総会、学校だより等で確実に保護者や地域に知らせる。 

・子供たち自身に、きれいなあいさつやきれいな言葉を心掛けさせるうえで、生活委員会の活動のひとつとして「キラキラあい

さつ賞の言葉遣いバージョン」（ステキな言葉で賞）のような取り組みを積極的に行う。 

・保護者や地域の方に学校のことを理解していただくためにも、年度初めに各学年で「いいだいなほ応援団」に協力していただ

く内容を検討し、 保護者や地域の方に来校していただく機会を増やしていく。 

 

 

 


